
あ　と　が　き

本書は、総社市教育委員会が鬼ノ城の発掘調査成果を報告する２冊目の調査報告書です。ここに刊

行できますのは、多くの方々のご協力・ご指導のおかげと深く感謝いたします。

さて、鬼ノ城を最初に調査されたのは、昭和53年に結成された鬼ノ城学術調査団でありました。当

時はまだ城の具体的な資料がなく、地形図の作成・城壁線の追求が主であり、道なき雑木林を伐開す

る大変な作業であったと聞き及んでおります。２年後には報告書『鬼ノ城』が刊行され、その多大な

調査成果をもとに、昭和61年には国指定史跡に指定され、平成５年からは鬼城山整備委員会を設置し、

諸先生方に発掘調査と史跡整備に関するご指導をいただくことになりました。

設置当初から、委員として精力的にご指導いただいておりました葛原克人先生は、史跡整備の完成

を見られることなく平成17年12月14日に急逝されました。先生のご逝去は鬼城山整備事業はもちろん、

総社市にとりましても大きな痛手であります。

先生は多年にわたり、岡山県の埋蔵文化財行政の指導者として、大きな業績を残されると共に、地

元総社市の歴史の解明に努力され、考古学研究者としても数多くの成果を発表されています。

『総社市史』編纂事業では市史編纂委員として「考古資料編」と「通史編」の編纂に取り組まれ、

史跡や埋蔵文化財を中心とした実地調査とその執筆に傾注されました。

平成13年４月からは、文化財専門委員として文化財の保護に尽くされ、埋蔵文化財の発掘調査の助

言をいただくなど、本市の文化財保護行政に大きな功績を残されています。

とりわけ鬼ノ城については、昭和53年に実施された鬼ノ城学術調査団による範囲確認調査でご活躍

になり、現地での詳細な踏査と観察から塁状区間の設定や、城壁構造に「折れ」の用語を適用される

など、その優れた成果は報告書『鬼ノ城』に結実しております。以後も心血を注がれた調査成果をも

とに、研究活動の根幹にすえられるほど深い愛着をおもちになり、後続する私どもを励まし、そして、

大きなレールを引いて行かれました。

ご多忙にも関わらず先生は、極寒酷暑のなか足しげく発掘調査現場を訪れ、懇切に調査を指導され

ました。特に日本で初めての発掘例となった「角楼」の調査時は、未知の遺構の解釈や性格をめぐっ

て苦悶する私たちに激励をいただき、防御施設の解明へと導かれたことを鮮明に記憶しております。

これまでの発掘調査成果を踏まえ、平成14年６月22日には日韓古代山城シンポジウムが本市で開催

され、その折り先生はコーディネーターとして今後あるべき古代山城研究のありかたを総括されまし

た。そして、一般からの質問にも丁寧にわかりやすく解説されたことが印象的でした。

これからますます鬼ノ城の研究に取り組まれ、基礎資料の公開を待ち望んでおられた先生には、本

書を献呈できず残念でなりません。ここに謹んで先生のご冥福をお祈りしますとともに本書の刊行を

ご報告したいと思います。

－ 101 －



所 収 遺 跡 名

鬼 城 山

種　別

古代山城

主な時代

古代

主な遺構

東門

第１水門貯
水池

土塁状遺構

主な遺物

須恵器

土師器

東門の調査報告により、４カ所あ

る城門の基礎資料がそろった。鬼

ノ城関連遺跡である水城状遺構

や、土塁状遺構についても確認調

査を実施した。

特　記　事　項

こだいさんじょう　きのじょう

古代山城　鬼ノ城２

鬼城山史跡整備事業に伴う発掘調査　東門、第１水門貯水池ほか

２

総社市埋蔵文化財発掘調査報告

19

松尾洋平　谷山雅彦

総社市教育委員会

〒719-1192 岡山県総社市中央一丁目１番１号 TEL  0866-92-8363

総社市教育委員会

〒719-1192 岡山県総社市中央一丁目１番１号 TEL  0866-92-8363

西暦　２００６年３月３１日

ふ り が な

書 名

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 機 関

所 在 地

発 行 年 月 日

国
くに

指
し

定
てい

史
し

跡
せき

鬼 　 城 　 山
き の じ ょ う ざ ん

報 告書抄録

岡 山 県
おか や ま け ん

総 社 市
そ う じ ゃ し

奥坂
おくさか

ほか

33-208

北緯

°′″

34°

43'

26"

133°

45'

58"

平成６年11月21日

～

平成７年５月19日

平成16年４月20日

～７月29日

170

90

史跡整備

に伴う事

前の発掘

調査

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コード

市町村 遺跡番号
東経

°′″
調査期間

調査面積

（g）
調査原因



総社市埋蔵文化財発掘調査報告19

古代山城　鬼ノ城
鬼城山史跡整備事業に伴う発掘調査

2006年３月24日　印刷
2006年３月31日　発行

編集発行　総社市教育委員会
総社市中央一丁目１番１号

印　　刷　サンコー印刷株式会社
岡山県総社市真壁871-2




